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記
念
す
べ
き
七
月
一
日

市
制
施
行
六
十
周
年
な
る
！

江
別
市
制
六
十
周
年
記
念
特
集

昭 和 2 9 年 7 月 2 日 の 中 央 通 り

　

上
記
の
記
事
で
も
取

り
上
げ
た
が
、
昭
和

二
十
九
年
七
月
一
日

に
、
江
別
は
市
制
が
施

行
さ
れ
、
江
別
市
が
生

ま
れ
た
。

　

初
代
市
長
は
古こ

た
じ
ま

田
島

薫く
ん
ぺ
い平
市
長
。
現
在
の
江

別
小
学
校
の
正
面
に

あ
っ
た
、
旧
市
庁
舎
２

階
で
開
庁
式
が
行
わ

れ
、
古
田
島
市
長
は
今

後
の
抱
負
を
熱
く
語
っ

た
（
写
真
右
）。

　

そ
し
て
市
制
開
始
か

ら
一
ヶ
月
後
の
八
月
一

日
、
江
別
第
一
中
学
校

を
会
場
と
し
て
、来
賓
・

招
待
客
約
九
〇
〇
名
が

出
席
す
る
な
か
、
盛
大

に
市
制
施
行
記
念
式
典

が
行
わ
れ
た
。
左
上
の

写
真
は
式
典
前
に
行
わ

れ
た
パ
レ
ー
ド
の
様

子
。

　

左
下
の
写
真
は
式
典

の
横
断
幕
と
、
会
場
と

な
っ
た
江
別
第
一
中
学

校
の
扇
型
校
舎
が
写
っ

て
い
る
。

※また交付には、利用登録をした住民基本台帳カードが
必要です。また店舗によっては証明書交付サービスを
行っていない店舗もあります。あらかじめご確認くださ
い。

江
別
市
制
の
始
ま
り

　　  市民課
☎ 381-1020
詳細欲しい情報が見つかる！
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平
成
二
十
六
年
七
月
一

日
、
こ
の
日
江
別
市
は
市

制
施
行
か
ら
六
〇
周
年
を

迎
え
る
。

　

そ
の
記
念
号
と
な
る
本

誌
表
紙
は
、
当
時
の
市
政

だ
よ
り
を
再
現
し
た
、「
広

報
え
べ
つ
」
と
し
た
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、「
え

べ
つ
今
昔
物
語
」
と
題
し

て
６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
、
江
別
の
懐
か
し
い
風

景
を
写
真
と
と
も
に
紹
介

す
る
。

　

先
人
た
ち
の
苦
労
で
築

き
あ
げ
て
き
た
江
別
。
歴

史
を
振
り
返
り
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、
今
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
新

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

三
万
四
千
人
の
住
民

（
昭
和
29
年
当
時
）
が
熱

意
を
込
め
て
申
請
中
で
あ

つ
た
江
別
町
の
市
制
施
行

は
、
さ
る
昭
和
二
十
九
年

六
月
二
十
五
日
に
召
集
さ

れ
た
定
例
道
議
会
に
お
い

て
正
式
決
定
を
み
ま
し

た
。

　

な
お
、
昭
和
二
十
九
年

七
月
一
日
か
ら
江
別
と
と

も
に
市
制
を
実
施
し
た
道

内
の
町
村
は
赤
平
町
が
江

別
同
様
に
単
独
市
制
を
、

上
川
郡
の
士
別
町
、
上
士

別
村
、
多
寄
村
、
温
根
別

村
の
四
町
村
は
合
併
し
て

士
別
市
と
し
て
、
紋
別
郡

紋
別
町
、
渚
滑
村
、
上
渚

滑
村
の
三
町
村
も
合
併
市

制
で
紋
別
市
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
発
足
し
ま
し
た
。

（
※
地
名
な
ど
は
昭
和
29

年
当
時
の
表
記
）

○
市
政
だ
よ
り
第
一
号
の
記
事
を

原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

コンビニで住民票などの交付ができます

えべつ広報



　

当
時
の
江
別
は
、
江
別
駅
前
を

中
心
に
商
店
街
が
軒
を
連
ね
、
活

気
あ
る
ま
ち
な
み
だ
っ
た
。
オ
ー

ト
三
輪
が
駆
け
、
賑
や
か
な
様
子

が
見
て
取
れ
る
。
娯
楽
で
は
、
映

画
や
紙
芝
居
が
人
気
で
、
劇
場
や

紙
芝
居
の
前
に
、
子
ど
も
た
ち
が

詰
め
か
け
て
い
た
。

　

市
制
が
始
ま
っ
た
昭
和
29
年
当

時
、
ま
だ
江
別
に
は
上
水
道
が
な

か
っ
た
。
井
戸
水
を
つ
る
べ
で
く

み
上
げ
る
な
ど
の
方
法
で
、
家
に

水
を
運
ん
で
生
活
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昭
和
32
年
11
月
に

初
の
上
水
道
が
通
水
し
た
。
蛇
口

を
ひ
ね
れ
ば
、
家
に
居
な
が
ら
水

を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
市
制
施
行

に
よ
る
、
大
き
な
生
活
変
化
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
。

○昭和 32年 11 月、初めての通水に笑顔がこぼれる。

○江別小学校で

遊ぶ子どもたち。

○昭和 30年代の江別の懐かしいまちなみ。

○紙芝居の前に集まる子どもたち。大人気の娯楽だ。 ○市制施行後初の国勢調査に横断幕が渡る。

○商店での火災、

消火活動中。
○昭和30年頃、れんがに囲まれ手伝いの間に読書。

※
写
真
は
、
市
で
撮
影
し
た
写
真
と
、
市
民
の
方
の

協
力
で
提
供
さ
れ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



　

上
の
写
真
は
、
昭
和
28
年
頃
の

江
別
駅
の
写
真
。
駅
舎
は
木
造
建

築
で
、
バ
ス
や
人
々
の
服
装
も
時

代
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

左
上
の
写
真
は
、
昭
和
45
年
8

月
、
江
別
駅
前
の
商
店
街
で
開
催

さ
れ
た
、
買
い
物
公
園
の
様
子
。

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
、
江

別
商
工
会
議
所
の
音
頭
で
開
催
さ

れ
た
歩
行
者
天
国
。
江
別
の
中
央

通
り
に
始
ま
り
、
野
幌
、
大
麻
の

商
店
街
で
も
歩
行
者
天
国
を
続
け

て
開
催
し
、
当
時
の
商
店
街
は
、

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

　

左
下
の
写
真
は
昭
和
40
年
代
の

江
別
駅
前
通
り
の
写
真
。
市
内
に

建
て
ら
れ
て
い
た
、
火
力
発
電
所

の
煙
突
が
見
え
る
。　

　

野
幌
の
ま
ち
な
み
の
移
り
変
わ

り
に
も
、
特
徴
的
な
写
真
が
残
っ

て
い
る
。

　

左
上
の
写
真
は
昭
和
四
十
年
代

に
国
道
12
号
に
か
け
ら
れ
た
歩
道

橋
の
写
真
。
今
も
変
わ
ら
な
い
形

で
歩
道
橋
は
残
る
。

　

今
と
違
っ
て
い
る
の
は
、
周
囲

の
ま
ち
な
み
。
昭
和
40
年
当
時
は

大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
大
き
な
建

物
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭

和
53
年
に
大
型
ス
ー
パ
ー
が
進
出

す
る
と
、
野
幌
の
ま
ち
な
み
は
大

き
く
変
わ
り
始
め
る
、
国
道
の
沿

線
に
、
飲
食
街
や
商
店
が
立
ち
並

び
、
活
気
あ
る
ま
ち
な
み
へ
と
移

り
変
わ
っ
て
い
っ
た
。



　

北
海
道
の
生
活
と
切
っ
て
も
切

り
離
せ
な
い
、
雪
と
の
関
わ
り
を

紹
介
し
た
い
。

　

左
の
写
真
は
昭
和
30
年
初
頭
の

写
真
。
馬
そ
り
を
利
用
し
て
移
動

し
て
い
る
。
当
時
、
車
が
あ
ま
り

普
及
し
て
お
ら
ず
、
農
家
は
1
頭

馬
を
飼
っ
て
い
た
。
重
機
な
ど
は

な
く
、
大
雪
が
降
っ
た
と
き
は
、

道
が
ふ
さ
が
っ
た
ま
ま
と
な
り
、

馬
そ
り
が
唯
一
の
交
通
手
段
だ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
34
年
ご
ろ
に
な

る
と
、
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用

し
て
除
雪
が
は
じ
ま
る
。
左
上
の

写
真
は
商
店
街
除
雪
の
様
子
。
市

か
ら
除
雪
用
の
ト
ラ
ッ
ク
を
借

り
、
人
の
手
で
雪
を
積
み
こ
ん
で

い
る
。
同
年
、
1
月
に
市
の
直
轄

事
業
と
し
て
除
雪
が
始
ま
り
、
住

民
の
協
力
の
も
と
、
全
市
を
あ
げ

て
除
雪
対
策
が
行
わ
れ
た
。

　

年
月
と
と
も
に
、
除
雪
の
手
段

が
改
良
さ
れ
、
現
在
の
江
別
の
交

通
を
支
え
て
い
る
。

○昭和 30年頃、馬そりで物を運んでいる様子。○昭和 34年頃、商店街での除雪作業。

○昭和 36年頃、重機を使った除雪作業。

　

江
別
の
特
徴
的
な
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
漁
に
触
れ
た
い
。

　

江
別
の
味
覚
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
。
そ
の

漁
の
始
ま
り
は
、
江
別
市
史
な
ど

に
よ
る
と
、
明
治
34
年
頃
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
江
別
市
制
以
前
の

町
制
時
代
か
ら
、
貴
重
な
タ
ン
パ

ク
源
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　

ま
た
昭
和
32
年
の
市
制
だ
よ
り

に
よ
る
と
、
目
の
疲
れ
を
と
る
薬

魚
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
お
り
、

新
潟
、
富
山
方
面
に
売
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。
氷
詰
め
で
保
存
し
、

生
き
た
ま
ま
の
も
の
は
、
東
京
な

ど
で
、
か
ば
焼
き
に
し
た
。
今
で

も
懐
か
し
い
味
わ
い
を
求
め
る

フ
ァ
ン
も
多
い
が
、
環
境
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
は

希
少
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

左
の
写
真
は
、昭
和
30
年
初
頭
、

市
制
施
行
直
後
の
ご
み
収
集
の
様

子
。
当
時
、
ご
み
収
集
の
主
力
と

し
て
馬
車
を
使
っ
て
い
た
。
風
で

ご
み
が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
網

を
か
け
、
埋
立
地
ま
で
運
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
風
が
強
い
江
別
で

は
、
ご
み
が
飛
ば
さ
れ
、
散
乱
す

る
な
ど
の
苦
労
も
あ
っ
た
。

　

ご
み
収
集
に
大
き
な
変
化
が
出

て
き
た
の
は
、
昭
和
36
年
。
風
な

ど
の
対
応
策
と
し
て
、
馬
車
で
の

ご
み
収
集
か
ら
、
ダ
ン
プ
車
で
の

収
集
に
切
り
替
え
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
も
人
口
の
増
加
に
比
例

し
、
ご
み
の
排
出
量
も
増
え
た
こ

と
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昭
和
62
年
8
月
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ン
ク
を
開
設
、
家
具
な
ど
の

無
償
提
供
の
仕
組
み
を
確
立
し

た
。
平
成
４
年
ご
ろ
に
は
、
自
治

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
リ
サ
イ
ク

ル
意
識
も
高
ま
り
、
不
用
品
の
資

源
化
な
ど
が
、
現
在
の
生
活
に
根

付
い
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
負

担
の
公
平
化
の
た
め
、
処
分
費
の

有
料
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
平
成
16

年
10
月
に
家
庭
ご
み
処
分
が
有
料

化
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

○昭和 32年頃、ヤツメウナギ漁の仕掛けを引き上げる漁師。

○昭和 38年頃、ごみ収集車でのごみ収集。

○平成４年、フリーマーケットにて。

○
昭
和
30
年
頃
、馬
車
で
の
ご
み
収
集
。



主な鉄道駅名

江
こうとう

当軌道
江別～三原～ 蕨

わらびたい

岱～当別
　※駅名は当時の名称

夕張鉄道
野幌～上江別～下の月～
晩翠～南幌～…夕張本町　など

　

江
別
市
は
、
線
路
に
沿
っ
て
東

西
に
延
び
た
ま
ち
な
み
が
特
徴
。

現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
が
江
別

の
大
動
脈
と
な
っ
て
、
交
通
を
支

え
て
い
る
が
、
そ
の
昔
に
は
他
に

も
鉄
道
が
あ
っ
た
。
懐
か
し
の
鉄

道
を
紹
介
す
る
。

　

市
制
が
始
ま
る
さ
ら
に
前
の
年

代
、
大
正
15
年
1
月
に
当
別
村
で

江こ
う
と
う当
軌き
ど
う道
の
創
立
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
軌
道
（
小
型
の
鉄

道
を
指
す
）
は
当
別
と
江
別
と
を

結
ぶ
鉄
道
で
、
総
会
か
ら
3
年
近

く
を
か
け
て
竣
工
し
、
営
業
を
開

始
し
た
。
客
車
3
輌
に
26
名
の
客

席
を
設
け
、
大
き
さ
は
現
在
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
と
普
通
の
バ
ス
の
中

間
程
度
。
運
行
は
、
冬
季
を
除
き

1
日
4
往
復
し
て
い
た
。

　

江
別
〜
当
別
間
は
、
当
時
悪
路

で
、
当
別
の
農
産
物
を
迅
速
に
大

量
輸
送
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
地
域
の
経
済
活
動
、
日

常
生
活
の
両
面
で
活
躍
す
る
が
、

昭
和
9
年
の
11
月
に
札
沼
線
の
開

通
を
節
目
に
廃
業
と
な
る
。

　

こ
の
軌
道
の
史
跡
は
今
も
江
別

市
街
か
ら
江
北
地
区
に
橋
を
渡
っ

た
、
石
狩
大
橋
の
た
も
と
に
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、美
原
30
線
の「
軌

道
橋
」
と
い
う
名
前
に
も
残
る
。

　

江
別
の
発
展
を
支
え
た
路
線
を

も
う
一
つ
、
昭
和
5
年
11
月
3
日

に
江
別
で
の
営
業
を
開
始
し
た
夕

張
鉄
道
で
あ
る
。
駅
は
江
別
で
な

く
、
石
炭
の
貯
蔵
場
所
が
確
保
で

き
る
野
幌
に
設
置
さ
れ
た
。
夕
張

鉄
道
の
江
別
開
業
の
日
、
野
幌
駅

前
で
は
盛
大
に
祝
賀
会
を
開
き
鉄

道
の
開
通
を
喜
ん
だ
。

　

夕
張
鉄
道
に
よ
り
、
物
流
の
利

便
性
が
は
る
か
に
向
上
し
た
。
石

炭
の
輸
送
費
が
下
が
り
、
石
炭
価

格
が
安
く
な
っ
た
。
農
産
物
の
輸

送
、
沿
線
住
民
の
移
動
手
段
と
し

て
も
役
立
ち
、
半
世
紀
も
の
間
、

江
別
の
生
活
と
産
業
を
支
え
た
。

　

し
か
し
、
石
炭
の
需
要
減
と
自

家
用
車
の
普
及
に
伴
い
、
夕
張
鉄

道
も
徐
々
に
活
気
を
失
い
、
昭
和

49
年
4
月
、
旅
客
輸
送
が
廃
止
、

翌
年
昭
和
50
年
3
月
に
は
貨
物
輸

送
を
含
め
全
線
廃
止
と
な
っ
た
。

鉄
道
が
撤
去
さ
れ
た
土
地
は
、
昭

和
58
年
に
現
在
の「
き
ら
ら
街
道
」

と
し
て
道
路
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

「
き
ら
ら
街
道
」
の
北
海
鋼
機
前
、

街
道
に
沿
っ
て
、
夕
張
鉄
道
時
代

の
鉄
道
信
号
機
が
今
も
残
る
。

　

最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
野
幌
駅
。
左
端
の
写

真
は
、昭
和
40
年
ご
ろ
の
野
幌
駅
。

右
に
夕
張
鉄
道
、
左
に
Ｊ
Ｒ
が
停

車
し
て
い
る
貴
重
な
写
真
。

　

現
在
、
江
別
の
顔
づ
く
り
事
業

で
、
野
幌
駅
周
辺
は
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
の
線
路

は
高
架
に
な
り
、
南
北
の
往
来
は

格
段
と
便
利
に
な
っ
た
。

○平成 26年、きらら街道に残る鉄道信号機。

○昭和 30年、江別を駆ける夕張鉄道のディーゼル機関車。

○昭和 40年、野幌駅３番ホームに夕張鉄道が停車している。 ○平成 25年、線路高架後の野幌駅に電車が停車している。

夕張鉄道
ＪＲ函館本線

江当軌道

大麻駅

野幌駅

高砂駅
江別駅

江別 ※江当軌道の史跡が
現在もこの場に残る

三原（当時の駅名）

豊幌駅

岩見沢市へ

札幌市へ

南幌町へ

石狩川

石狩大橋

当別町へ

上江別

下の月



よ
う

　

江
別
の
代
表
的
な
産
業
の
ひ
と

つ
に
、
れ
ん
が
が
あ
る
。

　

江
別
の
れ
ん
が
製
造
が
始
ま
っ

た
場
所
は
江
別
太
、
現
在
の
東
光

町
に
建
設
さ
れ
た
れ
ん
が
工
場

だ
っ
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
覚
良
寺
（
東
光
町
）

か
ら
れ
ん
が
が
多
数
掘
り
出
さ

れ
、
そ
の
中
に
「
江
別
太
煉
化
石

工
場
製
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
工
場
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
残
さ
れ
た
文
献
な
ど
か
ら
、

そ
の
工
場
が
あ
っ
た
の
は
、
明
治

24
年
ご
ろ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

れ
ん
が
産
業
の
転
機
は
、
明
治

20
年
代
後
半
か
ら
30
年
代
に
か
け

て
、
野
幌
に
れ
ん
が
工
場
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
原
料
と
な

る
粘
土
が
豊
富
で
、
燃
料
の
石
炭

も
、
夕
張
鉄
道
を
利
用
し
て
効
率

よ
く
供
給
で
き
る
環
境
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
野
幌
に
複
数
の
工

場
が
建
ち
、
競
い
合
い
な
が
ら
れ

ん
が
産
業
は
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

昭
和
30
年
代
、
江
別
市
制
が
始

ま
り
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
野
幌

駅
の
周
辺
に
は
、
10
か
所
以
上
の

粘
土
窯
業
工
場
が
、
高
い
煙
突
か

ら
煙
を
上
げ
て
い
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
主
に
製
造
さ
れ
て

い
た
の
は
、
赤
れ
ん
が
、
普
通
に

見
か
け
る
四
角
い
れ
ん
が
で
、
建

材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

30
年
代
後
半
に
な
る
と
、
セ
メ

ン
ト
や
、
タ
イ
ル
な
ど
の
新
建
材

が
普
及
す
る
。
耐
久
性
が
高
く
、

安
価
な
製
品
が
れ
ん
が
に
立
ち
替

わ
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
40
年
代
に

は
、
れ
ん
が
の
需
要
は
年
々
減
少

し
て
い
き
、
工
場
数
も
昭
和
42
年

に
は
5
工
場
ま
で
減
っ
た
。
し
か

し
、
昭
和
50
年
代
に
は
、
れ
ん
が

の
温
か
み
が
見
直
さ
れ
、
市
内
に

は
現
在
も
れ
ん
が
の
ぬ
く
も
り
あ

る
建
物
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

野
幌
で
長
年
培
っ
て
き
た
、
窯

業
技
術
は
、
江
別
市
の
陶
芸
文
化

の
開
花
へ
つ
な
が
る
。
道
立
工
業

試
験
場
野
幌
分
場
で
の
陶
芸
研
修

制
度
も
あ
り
、
昭
和
40
年
代
か
ら

50
年
代
に
か
け
て
、
市
内
で
続
々

と
開か

い
よ
う窯
さ
れ
、
野
幌
公
民
館
で
も

屯
田
窯
を
開
窯
す
る
。
公
民
館
で

陶
芸
サ
ー
ク
ル
の
活
動
が
活
発
に

な
り
、
江
別
に
陶
芸
文
化
が
根
付

き
始
め
る
。
市
民
層
に
伝
わ
っ
た

陶
芸
熱
は
、
平
成
2
年
に
第
一
回

と
な
る
や
き
も
の
市
を
開
催
す
る

力
と
な
っ
た
。
や
き
も
の
市
は
、

道
内
有
数
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

今
年
25
回
目
を
迎
え
る
。
陶
芸
へ

の
熱
意
は
今
も
燃
え
続
け
て
い

る
。

　

平
成
6
年
に
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
よ
り

身
近
に
本
格
的
な
や
き
も
の
を
体

験
で
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

陶
芸
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

○昭和 50年代、ふれあい陶芸教室での親子。○平成25年セラミックアートセンターで作品づくり。

○
昭
和
30
年
頃
の
れ
ん
が
工
場
の
内
部
。

○
昭
和
30
年
後
半
の
れ
ん
が
工
場
内
部
で
の
土
管

づ
く
り
の
様
子
。

○
昭
和
38
年
頃
、
屋
外
の
れ
ん
が
乾
燥
。

○
昭
和
61
年
、
れ
ん
が
工
場
の
煙
突
が
空
へ
の
び
る
。



　

こ
れ
ま
で
江
別
市
は
、
経
済
成

長
や
人
口
増
加
を
前
提
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
一
段
と
進
む
少
子
高
齢

化
の
中
、
江
別
市
の
人
口
は
、
平

成
17
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

る
。

　

将
来
人
口
推
計
で
は
、
10
年

後
の
平
成
35
年
の
人
口
は
、
平
成

22
年
の
人
口
よ
り
約
９
千
人
減
少

し
、
約
11
万
5
千
人
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
れ
か

　
江
別
の
あ
の
日
、
日
本
全
国
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、

年
表
と
と
も
に
振
り
返
る
。

年
代

江
別
の
あ
の
日

日
本
全
国
の
出
来
事

江
別
市
政
の
施
行
開
始
。

第
１
回
市
民
運
動
会
・
文
化
祭

を
開
催
。

第
1
回
全
日
本
自
動
車
シ
ョ
ー
開
催
。

大
麻
団
地
が
起
工
、
12
月
に
大

麻
団
地
に
第
一
期
の
入
居
開
始
。

第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
東
京
大

会
開
催
。

東
海
道
新
幹
線
開
業
。

市
庁
舎
が
高
砂
町
に
移
転
。

国
鉄
大
麻
駅
開
業
。

日
本
の
人
口
1
億
人
を
突
破
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
。

江
別
市
旗
制
定
・
江
別
市
民
憲

章
告
示
。

市
役
所
大
麻
出
張
所
の
開
設
。

川
端
康
成
氏 

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。

郵
便
番
号
制
度
実
施

青
年
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
開

業
。

第
11
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
札

幌
大
会
の
開
催
。

上
野
動
物
園
で
パ
ン
ダ
初
公
開
。

グ
レ
シ
ャ
ム
市
と
姉
妹
都
市
の

盟
約
調
印
。

王
貞
治
氏
756
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
世

界
記
録
を
達
成
。

土
佐
市
と
友
好
都
市
盟
約
調
印
。

新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
空
港
）

開
港
。

第
1
回
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
。

水
道
庁
舎
開
設
。

石
狩
湾
新
港
開
港
。

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
使
用
開
始
。

第
1
回
江
別
や
き
も
の
市
開
催
。

道
央
自
動
車
道
、
札
幌
〜
旭
川
間

全
線
開
通
。

え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。

消
費
税
率
が
3
％
か
ら
5
％
へ
引

き
上
げ
。

江
別
市
制
50
周
年
を
迎
え
る
。

家
庭
ご
み
の
有
料
化
開
始
。

駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校

が
高
校
野
球
大
会
優
勝
。

昭
和
29
年　

（
１
９
５
４
年
）

昭
和
47
年　

（
１
９
７
２
年
）

昭
和
53
年　

（
１
９
７
８
年
）

昭
和
52
年　

（
１
９
７
７
年
）

昭
和
57
年　

（
１
９
８
２
年
）

平
成
2
年　

（
１
９
９
０
年
）

平
成
9
年　

（
１
９
９
７
年
）

平
成
16
年　

（
２
０
０
４
年
）

昭
和
41
年　

（
１
９
６
６
年
）

昭
和
39
年　

（
１
９
６
４
年
）

昭
和
43
年　

（
１
９
６
８
年
）

ら
の
江
別
市
を
担
う
15
歳
未
満
の

年
少
人
口
や
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
生
産
年
齢
人
口
は
大
き
く
減
少

す
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
、
平
成
35
年
に
は
35.5
％

と
な
り
、
約
3
人
に
1
人
は
高
齢

者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
こ
れ
か
ら
の
江
別
市
を
ど

の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
か
。

　

10
年
後
の
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
と

そ
の
ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
方
針
を
示
し
た
の
が
「
え

べ
つ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
（
第

６
次
江
別
市
総
合
計
画
）」
で
あ

る
。

　
「
え
べ
つ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
「
協
働
」
と
「
戦
略
性
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
め
ざ
す
10
年

後
の
将
来
都
市
像
を
「
み
ん
な
で

つ
く
る
未
来
の
ま
ち　

え
べ
つ
」

と
定
め
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
時
代
に

あ
っ
て
も
、
江
別
市
が
持
つ
優
位

性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
戦
略
的

な
取
組
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
江

別
市
に
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
、
ぜ
ひ
住
ん
で
み
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
た
め
に
、
江
別
市
に
関
わ
る
す

べ
て
の
人
や
団
体
が
協
力
し
て
、

み
ん
な
で
未
来
に
向
か
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
江
別
を
、
み
ん
な

で
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
。

江別市の将来人口推計

詳しい内容は、各公共施設に設置した、
「えべつ未来づくりビジョン」をご覧ください。
江別市ホームページからもご覧になれます。

　

写
真
と
と
も
に
、
江
別
市
制
の

60
年
間
を
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
き

た
。
記
事
で
は
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
の
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
、
江

別
市
に
は
あ
る
。
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
歴
史
を
60
年
の
時
間
の
流

れ
と
と
も
に
伝
え
た
い
。

　

江
別
で
あ
る
出
来
事
が
起
き
た

と
き
、
日
本
全
国
で
は
何
が
あ
っ

た
か
を
表
に
し
て
お
伝
え
す
る
。



。

　

急
増
す
る
道
央
圏
の
人
口
の
受

け
皿
と
し
て
造
成
さ
れ
た
道
内
初

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
大
麻
団
地
で
す

が
、
現
在
で
は
高
齢
化
と
建
物
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
消

失
な
ど
市
内
の
他
の
地
区
で
も
抱

え
る
問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
平
成
21
年
に
策
定
し

た「
大
麻
団
地
ま
ち
づ
く
り
指
針
」

に
基
づ
き
、
市
と
市
民
、
大
学
な

ど
が
連
携
し
て
、
住
み
よ
い
大
麻

団
地
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
と
住
環
境

　

入
居
し
た
世
帯
が
一
斉
に
高
齢

化
し
て
い
る
の
が
大
麻
団
地
の
特

徴
で
す
。
年
数
の
経
過
と
と
も
に

大
麻
団
地
の
高
齢
化
率
は
30
％

（
平
成
22
年
国
勢
調
査
）
に
達
し
、

住
宅
も
50
年
の
月
日
を
経
て
老
朽

化
が
進
み
ま
す
。
結
婚
や
就
職
で

団
地
を
出
る
人
が
多
く
、
独
居
老

人
や
空
き
家
の
増
加
、
自
治
会
活

動
、
商
店
の
担
い
手
不
足
な
ど
が

に
ぎ
わ
い
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
団
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
の
整
備
は
進
ん
で
お
ら

ず
、
住
居
者
の
実
態
と
住
環
境
と

の
乖
離
が
起
き
て
い
ま
す
。医
療
・

福
祉
施
設
の
増
設
な
ど
も
急
務
の

課
題
で
す
。

若
い
力
や
産
学
官
民
を
あ
げ

た
取
り
組
み
に
再
生
の
光

　

多
く
の
課
題
解
決
に
向
け
、
大

麻
団
地
の
持
つ
優
れ
た
特
徴
を
生

か
し
、
再
活
性
化
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
大
麻
地
区
の
立
地
の
優
位
性

　

Ｊ
Ｒ
快
速
で
札
幌
駅
へ
12
分
程

度
、
野
幌
森
林
公
園
や
大
学
、
道

立
図
書
館
な
ど
の
文
教
施
設
に
近

く
、
住
宅
地
と
し
て
大
麻
地
区
は

好
環
境
と
言
え
ま
す
。
景
観
も
美

し
く
、
閑
静
な
住
宅
街
で
あ
る
た

め
、
再
開
発
な
ど
で
売
り
出
さ
れ

た
大
麻
西
町
周
辺
は
す
ぐ
に
買
い

手
が
見
つ
か
る
な
ど
、
立
地
の
優

位
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

●
学
生
の
存
在

　

大
麻
地
区
に
は
市
内
の
３
大
学

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

大
麻
団
地 　

  

年
（2）

「
進
む
高
齢
化
と
再
生
へ
の
道
」

《
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
》

○
空
き
家
／
空
き
家
率
は
3
％

ほ
ど
で
（
国
4
％
、北
海
道
4
％
）

で
必
ず
し
も
深
刻
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
落
雪
危
険
家
屋
、
害

虫
や
雑
草
な
ど
が
茂
る
原
因
に

も
な
り
、
防
犯
・
防
災
面
で
も

見
過
ご
せ
な
い
問
題
で
す
。

○
商
店
街
／
団
地
内
に
は
東
か

ら
順
に
大
麻
東
町
、
大
麻
銀
座
、

大
麻
中
町
、
大
麻
扇
町
の
主
な

商
店
街
が
４
つ
あ
り
ま
す
が
、

店
舗
の
老
朽
化
や
担
い
手
不

足
、
大
型
店
の
進
出
な
ど
に
よ

り
、
に
ぎ
わ
い
を
な
く
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
商
店
街
の
衰
退
は
、

地
域
活
力
の
低
下
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
が
歩
い
て
買
い
物
に
行

け
る
場
所
が
な
く
な
る
と
い
う

面
で
も
問
題
で
す
。

○
除
雪
／
年
に
１
度
、
自
治
会

排
雪
が
入
り
ま
す
が
、
高
齢
化

に
伴
い
除
雪
の
困
難
を
嘆
く
住

民
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
麻
団
地
内
は
小
路

や
袋
小
路
（
道
路
の
奥
が
行
き

止
ま
り
）
が
多
く
、
除
排
雪
に

影
響
が
出
て
い
る
部
分
が
あ
り

ま
す
。

　

当
初
、
袋
小
路
は
子
ど
も
た

ち
の
通
学
な
ど
を
考
え
、
車
が

通
り
抜
け
で
き
な
い
よ
う
に
と

考
え
造
成
さ
れ
ま
し
た
。



　大麻団地内の商店街の中でも、商店街の
活性化に取り組み、少しずつにぎわいを取
り戻している扇町商店街の皆さんにお話を
お聞きしました。
　昔と比べると扇町商店街も寂しくなった
そう。近くのスーパーが撤退してからは、
人通りも少なくなって、営業が続かず空く
店舗もありました。しかし新しい利用者が
入り、現在の空き店舗は 1軒だけです。
　「商店街のみんなで、盛大なお祭りを開催
したり、協力し合ってさまざまな取り組み
をしたりと精力的に活動していることが活
性化の秘訣では。」と大麻第三住区自治連
合会の松本 光

ひかる

会長（76 歳）。空き店舗を利
用した放課後児童センターや学習塾などで
は、夕方になると近くの大麻西小学校から
やってくる子どもたちの声であふれます。
　「近くに新興住宅もできたので、これか
ら若い人が増えるのではと期待していま
す。また新しい人が来て、住み変わってい
くんですね。」と商店街の皆さんは明るく
笑います。

ℓ

☎

はじめよう
！

エコな生活

 ☎

が
集
中
し
、
若
い
力
が
豊
富
な
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
夏
祭

り
や
除
雪
の
手
伝
い
な
ど
、
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
協

力
は
、
大
麻
地
区
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
再
生
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

大
麻
団
地
周
辺
の
地
域
力
の
活

性
化
を
目
指
し
、
平
成
21
年
に
は

商
工
団
体
、
大
学
、
自
治
会
お
よ

び
市
な
ど
で
作
成
し
た
「
大
麻
団

地
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
を
策
定
。

重
点
課
題
を
整
理
し
、
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

若
い
世
代
の
入
居
や
学
生
が
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
す
る
な
ど
少
し
ず

つ
努
力
が
実
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

若
い
力
や
経
験
豊
富
な
住
民
の

力
を
活
か
し
、
産
学
官
民
を
あ
げ
た

取
り
組
み
で
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向

け
た
再
生
の
光
が
見
え
て
き
ま
す
。

＊
次
回
は
、
大
麻
団
地
再
生
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

 

市
役
所
大
麻
出
張
所
☎
382

‐
４
８
５
５

大麻を
　見つめて

大麻扇町商店街の皆さん



 ☎

☎

☎

☎

日時 ●  7月 23日　 10時 ～ 15時
会場 ● 市民会館 小ホール

女性

参加予定企業

主催　江別市
共催　江別市男女共同参画推進協議会

　
働
き
た
い
・
い
つ
か
働
き
た
い

女
性
を
応
援
し
ま
す
！

　
今
は
ま
だ
働
く
こ
と
を
考
え
て

い
な
い
方
も
楽
し
め
る
就
職
支
援

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
友
達
も
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

市
内
企
業
の
相
談
ブ
ー
ス

　
市
内
企
業
が
相
談
ブ
ー
ス
を
設

市
内
女
性
起
業
家
に
よ
る

　 

体
験
型
出
展
ブ
ー
ス

　
無
料
で
、
就
活
に
役
立
つ
メ
イ

ク
レ
ッ
ス
ン
や
ネ
イ
ル
、
カ
ラ
ー

診
断
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
が
で
き

ま
す
。パ

ソ
コ
ン
操
作
体
験

　
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
体

験
ブ
ー
ス
。
初
め
て
の
方
も
ブ
ラ
ン

ク
が
あ
る
方
も
、
気
軽
に
自
分
の

ス
キ
ル
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
・
保
育
相
談

　
働
く
こ
と
で
気
に
な
る
子
ど
も

の
預
け
先
。
ど
ん
な
場
所
や
サ
ー

ビ
ス
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
か

相
談
で
き
ま
す
。

託
児
コ
ー
ナ
ー

　
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
で
じ
っ
く
り

相
談
や
体
験
を
す
る
場
合
も
託
児

ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の
で
安
心
で
す
。

無
料
（
人
数
制
限
あ
り
）。

特
産
品
の
販
売

 

　
大
好
き
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

仕
事
に
し
、
出
産
後
も
活
動
を
続

け
る
黒
田
さ
ん
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
思
い
、成
功
プ
ロ
セ
ス
や
苦
労
、

楽
し
さ
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が

う
ほ
か
、
白
鳥
さ
ん
に
は
、
仕
事

と
子
育
て
両
立
の
秘
訣
で
あ
る
時

間
の
使
い
方
や
職
場
環
境
、
周
り

へ
の
配
慮
な
ど
自
分
の
経
験
に
重

ね
た
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

※
終
了
後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

入場無料！
飛込参加もＯＫ！
男性も歓迎♪

水

け
、
職
場
の
雰

囲
気
や
就
職
に

関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
疑
問
・
質

問
に
お
答
え
し

ま
す
。

運営受託者 ㈱インサイトの
専用フォームから申し込みを
QRコードまたは下記URL からアクセス！

http://sapporo.couleur-mama.net/ebetsu

●参加申込●

検　索クルールさっぽろ



　平成 26年度第２回採用試験
の概要説明のほか、市の概要や
具体的な仕事内容なども紹介す
る予定。消防職希望者向けの「消
防ガイダンス」も同時開催。事
前申込不要。当日直接会場へ。服装自由。●開催日時／
平成 26 年 8 月 2日㈯。第一部：15 時～ 16 時 30 分。
相談ブース：16時 30 分～16時 50 分。第二部：18時
～19時 30分。消防ガイダンス：17時～18時。●会場
／えぽあホール（大麻中町26-7）☎ 387-3315●詳細／
職員課☎381-1007

職 種 試験区分 申　込　資　格

一般
事務職

大学の部 4年制大学を卒業（見込み含む）し、昭和60年 4月2日以降に生まれた方。

社会人の部 高等学校を卒業（見込み含む）し、昭和50年 4月2日～昭和60年 4月1日までに生まれた方。

建築
技術職

大学の部
次の要件をすべて満たす方。
・4年制大学を卒業（見込み含む）し、昭和54年 4月2日以降に生まれた方。
・建築工学に関する知識を有する方。

土木
技術職

大学の部
次の要件をすべて満たす方。
・4年制大学を卒業（見込み含む）し、昭和54年 4月2日以降に生まれた方。
・土木工学または衛生工学に関する知識を有する方。

消防職

大学の部 4年制大学を卒業（見込み含む）し、平成元年4月2日以降に生まれた方。

短大の部 短期大学、高等専門学校を卒業（見込み含む）し、平成3年 4月2日以降に生まれた方（大学の部に該当する方は不可）。

高校の部 高等学校を卒業（見込み含む）し、平成5年 4月2日以降に生まれた方（大学・短大の部に該当する方は不可）。

栄養士 資格の部 昭和50年 4月2日以降に生まれた、栄養士免許を有する方または平成27年 3月末までに免許取得見込みの方。

一般事務
職（身体
に障がい
のある方）

身体障がい
者の部

・高等学校を卒業（見込み含む）し、昭和50年 4月2日以降に生まれた方。
・身体障害者手帳（1～ 6級）の交付を受けている方。
・自力（家族などによる送迎を含む）により通勤し、かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な方。
・活字印刷文による出題、自筆による解答および口頭による面接試験に対応できる方。

※全職種共通の申し込み資格：採用後、江別市内に居住が可能な方。

■
意
見
の
提
出
方
法
／
住
所
・
氏

名
を
明
記
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
送
付
。

様
式
は
任
意
。
電
話
受
付
不
可
。

■
資
料
入
手
場
所
／
担
当
課
、
市

役
所
本
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
市
役
所
大
麻
出
張
所
、
水

道
庁
舎
、
情
報
図
書
館
、
市
民
会

館
、
各
公
民
館
、
鉄
南
地
区
証
明

交
付
窓
口
、
豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
な
ど
は
、
個
人
を
特
定
で
き

る
箇
所
を
除
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
す
る
予
定
で
す
。

①
・
②
共
通
事
項

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

発
生
時
に
市
民
の
生
命
と
健
康
を

保
護
し
、
市
民
生
活
と
市
民
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
い

て
「
江
別
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
の
で
、
案
に
つ
い
て
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
●
募
集
期
間
／
7

月
9
日
㈬
〜
8
月
8
日
㈮
。
●
提

出
先
・
詳
細
／
保
健
セ
ン
タ
ー
〠

067
‐
０
０
０
４
若
草
町
6
‐
1 

☎

385
‐
５
２
５
２ 

385
‐
８
１
３
０ 

Em
ail=hoken@city.ebetsu.lg.jp

江
別
市
い
じ
め

　
防
止
基
本
方
針

2
　

市
内
市
立
小
中
学
校
に
お
け

る
い
じ
め
の
防
止
な
ど
の
対
策
を

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

に
基
づ
い
て
「
江
別
市
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
す
の

で
、
案
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
●
募
集
期
間
／
7
月
11

日
㈮
〜
8
月
11
日
㈪
。
●
提
出

先
・
詳
細
／
教
育
部
学
校
教
育

支
援
室
学
校
教
育
支
援
担
当
〠

067
‐
０
０
７
４
高
砂
町
24
‐
6 

☎

381
‐
１
４
０
９ 

382
‐
３
４
３
４

Em
ail=gakkoukyoikusien@

city.ebetsu.lg.jp

１
江
別
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

　●第一次試験／筆記試験9月21日㈰。※一般事務職（社
会人の部）では、一次試験として面接試験を8月23日㈯・
24日㈰に実施。詳細は試験案内でご確認願います。●
試験案内・申込書の配布／本庁舎２階職員課、市役所大
麻出張所、水道庁舎１階営業センター窓口で7月3日㈭
から配布するほか、市ホームページでも入手可。試験案
内の郵送を希望する方は、職種および試験区分を明記の
上、返信用封筒（120円切手を貼付し、自分の住所と氏
名を記載した角形２号封筒）を同封して職員課（〠067-
8674高砂町 6）へ郵送。●申込方法／7月22日㈫～ 8
月4日㈪までに、申込書を職員課へ「簡易書留郵便」で
郵送。※ 8月4日㈪の消印まで有効。●詳細／職員課☎
381-1007▼募集職種や受験資格などは、下表のとおり。



　

平
成
２
年
７
月
14
日
に
第
１

回
の
や
き
も
の
市
が
開
催
さ
れ
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
25
年
。

　

は
じ
め
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
た
街
お
こ
し
の
市
民
グ
ル
ー

プ
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｅ
（
小
蕎
邦

敏
委
員
長
）」
が
江
別
特
産
れ
ん

が
の
誕
生
百
年
と
陶
芸
の
街
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
開
催
し
た
も
の
。

　

会
場
は
コ
ミ
セ
ン
の
多
目
的

ホ
ー
ル
と
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ロ
ー

ド
の
２
か
所
で
、
市
内
外
の
陶

芸
家
27
人
の
作
品
展
示
と
即
売

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
来
場
者
数
は
９
千

人
。
こ
れ
で
も
当
初
の
想
定
よ

☎

㈯

㈰

やきもの市実行委員会委員長

さん

　初回からこのやきもの市にかかわって
きた林実行委員長に、お話をお聞きしま
した。

　最初のころは、この条丁目地
域の方々や商店から、開催期間
中の駐車場問題などについての
協力を得ることが大変でしたね。
　今では、このやきもの市が、
地域の街おこしにもなっている
ことから、協力を得られやすく
なりましたが、現在も代替駐車
場対策は大きな課題であること
は変わりません。

　来場者もここ数年は 6万人ほどとなり、全道的なイベ
ントとして認知されてきています。また、道内の窯元に
とっても一大
イベントに位
置付けられて
いて、毎年出
店している人
も多数います。
　今後は、後
継者を育てて、
地域に密着し
たイベントと
して続けてい
きたいですね。

第１回 ( 平成２年 ) のやきもの市。ミニチュア
ストーブのやきものなども販売されていた。



●
期
日
／
７
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

●
受
付
／
①
10
時
〜
12
時
②
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
。
予
約
不

要
、
会
場
で
受
付
。
教
室
の
定
員

に
よ
り
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
あ
り
。
体
験
時
間
は
陶
芸
で
約

１
時
間
半
、
絵
付
け
で
１
時
間
程

度
。
作
品
は
当
セ
ン
タ
ー
で
乾
燥
・

釉ゆ

が掛
け
・
焼
し
ょ
う
せ
い
成
し
、
後
日
お
渡
し
。

●
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
校

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
先

着
30
名

●
受
講
料
／
陶
芸
体
験
700
円
、
絵

付
け
体
験
800
円
（
材
料
費
含
む
）

　

市
内
お
よ
び
近
郊
在
住
の
工
芸

作
家
に
よ
る
、
木
工
や
ガ
ラ
ス
な

ど
手
工
芸
品
の
展
示
即
売
。

☎

☎

り
も
多
く
、
途
中
で
完
売
し
た

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

こ
の
盛
況
振
り
か
ら
、
翌
年
か

ら
は
道
内
の
多
く
の
窯
元
が
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で

は
330
も
の
窯
元
が
出
店
。
来
場

者
も
６
万
人
前
後
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
25
年
を
記
念
し
て
、

●
日
時
／
７
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

の
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
会
場
／
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ロ
ビ
ー

島
根
県
の
石い

わ
み見
焼
の
紹
介
と
し

て
石
見
陶
器
工
業
協
同
組
合
か

ら
７
名
が
来
江
し
、
大
は
ん
ど

う
（
大
型
の
水
か
め
）
な
ど
伝

統
的
技
法
「
し
の
作
り
」
の
制

作
過
程
の
実
演
を
行
う
ほ
か
、

「
麺
の
似
合
う
器
コ
ン
テ
ス
ト
」

人
気
投
票
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。☎



　

早
苗
別
川
で
、
魚
の
観
察
や
川
流
れ

を
通
し
て
、
身
近
な
自
然
を
体
感
し
ま

す
。
講
師
は
川
に
学
ぶ
体
験
学
習
指
導

員
の
妹
尾
（
せ
お
）
優
二
さ
ん
。
小
学

４
〜
６
年
生
対
象
。

●
日
時
／
７
月
26
日
㈯
９
時
〜
15

時
。●
会
場
／
早
苗
別
川（
東
野
幌
）。

　

集
合
・
解
散
／
市
役
所
正
面
玄
関
前
。

定
員
／
40
名
。
申
込
・
詳
細
／
７
月
７

日
㈪
〜
18
日
㈮
の
平
日
８
時
45
分
〜
17

時
15
分
に
環
境
課
☎
381-

１
０
１
９
へ
。

※
こ
の
事
業
は
江
別
環
境
整
備
事
業
協

同
組
合
か
ら
の
寄
付
金
を
活
用
。

　

夏
休
み
期
間

中
、
市
内
小
学

校
の
プ
ー
ル
を

開
放
し
ま
す
。

市
内
小
中
学
生

お
よ
び
そ
の
保
護
者
対
象
。

●
日
程
／
７
月
25
日
㈮
〜
８
月

12
日
㈫
（
日
・
水
曜
日
は
休
み
）。

●
開
放
校
／
野
幌
小
・
角
山
小
・

　

調
査
船「
弁
天
丸
」に
乗
っ
た
り
、ボ
ー

ト
を
こ
い
で
、
石
狩
川
と
千
歳
川
の
自

然
観
察
を
し
ま
す
。
身
近
な
川
の
歴
史

や
環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

小
学
４
〜
６
年
生
対
象
。

●
日
時
／
８
月
２
日
㈯
９
時
30
分

〜
15
時
。
※
荒
天
の
場
合
は
８
月

７
日
㈭
に
延
期
。
●
会
場
／
江
別

　

ガ
ラ
ス
を
使
っ
て
、
夏
休
み
の
自
由

研
究
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
は

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
で
す
（
親

子
で
の
参
加
も
可
）。

●
日
時
／
８
月
８
日
㈮
14
時
〜
15

　

炊
事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
し
て
友
達
の
輪
を
広
げ
、
夏
休
み
の

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
対
象
。

●
日
時
／
８
月
４
日
㈪
〜
９
日
㈯

の
間
で
１
泊
２
日
を
５
回
実
施
。

　

江
別
の
公
園
の
魅
力
を
描
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
画
板
、
画
用
紙
は
主
催
側
で

用
意
し
ま
す
の
で
、
お
好
き
な
画
材
と

敷
物
を
持
参
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

お
預
か
り
し
た
絵
は
、
後
日
学
校
を

通
し
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
優
秀
作

品
は
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
、
記

念
品
を
贈
呈
。
市
内
小
学
生
対
象
。

●
日
時
／
７
月
26
日
㈯
９
時
〜
※

雨
天
時
７
月
27
日
㈰
。
●
会
場
／

泉
の
沼
公
園
（
東
光
町
31-

１
）。

　

定
員
／
無
し
。
先
着
50
名
に
粗
品
進

呈
。
参
加
方
法
／
当
日
８
時
半
に
園
内

ト
イ
レ
前
に
集
合
。協
賛
／
サ
ン
ト
リ
ー

ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
㈱
。
詳
細
／
江

別
市
都
市
公
園
指
定
管
理
者　

草
野
作

工
株
式
会
社
☎
398-

３
０
１
０
。

　

グ
ル
ー
プ
毎
に
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ

た
手
す
き
和
紙
で
、
夏
ら
し
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
ミ
ニ
う
ち
わ
作
り
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

使
用
済
み
の
牛
乳
パ
ッ
ク
や
空
き
缶

な
ど
の
資
源
物
は
、
集
め
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
と
別
の
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
が
、
何
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
回
収
し
て
い
る
の
か
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。 

小

学
３
〜
６
年
生
対
象
。

※料金の記載の無い
ものは無料です。

●
日
時
／
７
月
31
日
㈭
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
。
●
会
場
／
野
幌
公

民
館
工
芸
室
。

　

定
員
／
先
着
20
名
。
持
ち
物
／
は
さ

み
、
筆
記
用
具
。
そ
の
他 

／
必
要
な
道

具
は
用
意
し
ま
す
。
申
込
・
詳
細
／ 

７

月
１
日
㈫
〜
24
日
㈭
の
間
に
廃
棄
物
対

策
課
減
量
推
進
係(

☎
383
‐
４
２
１
１ 

工
栄
町
14-

３)

へ
電
話
か
直
接
申
込
。

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
川

通
６
）。

　

定
員
／
先
着
36
名
。
集
合
・
解
散
／

江
別
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
申
込
・

詳
細
／
７
月
16
日
㈬
〜
24
日
㈭
の
平
日

８
時
45
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
に
環
境

課
☎
381-

１
０
１
９
へ
。

●
会
場
／
江
別
市
森
林
キ
ャ
ン
プ

場
（
西
野
幌
928
）。

　

定
員
／
１
日
25
グ
ル
ー
プ
。
そ
の
他

／
少
人
数
（
１
〜
４
人
の
男
女
別
の

グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る
申
込
も
一
定
の
条

件
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
・
詳
細

／
７
月
24
日
㈭
ま
で
に
５
〜
８
人
の
男

女
別
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
参
加
費

１
人
１
０
０
０
円
を
添
え
て
生
涯
学
習

課
青
少
年
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
☎
381-

１
０
６
９
へ
。

昨
年
の
千
歳
川
の
自
然
観
察

第
三
小
を
除
く
16
小
学
校
。

　

詳
細
／
生
涯
学
習
課
青
少
年
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
☎
381-

１
０
６
１
。

☎



　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楽
器
を

作
っ
て
演
奏
を
楽
し
み
ま
す
。

市
内
の
小
学
生
対
象
。
講
師

は
井
筒
和
幸
（
い
づ
つ
か
ず

ゆ
き
）
さ
ん
。

●
日
時
／
８
月
７
日
㈭

10
時
〜
12
時
。
●
会
場
／
大
麻
公

民
館
研
修
室
３
号
。

　

定
員
／
先
着
20
名
。
申
込
・
詳
細
／

７
月
12
日
㈯
９
時
30
分
か
ら
料
金
500

円
を
添
え
て
直
接
大
麻
公
民
館
☎
387-

３
３
１
５
へ
。

　

夏
の
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
を
作
り
ま
す
。
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
対
象
。
講
師
は
北
海
道
生
花
商
協
同

組
合
加
盟
店
の
皆
さ
ん
。

●
日
時
／
７
月
24
日
㈭
13
時
〜
15

時
。
●
会
場
／
野
幌
公
民
館
。

　

定
員
／
先
着
30
組
。
申
込
／
江
別
市

内
の
北
海
道
生
花
商
協
同
組
合
加
盟
店

へ
。
主
催
／
北
海
道
生
花
商
協
同
組
合
、

江
別
振
興
公
社
。
詳
細
／
花
の
す
み
れ

屋
☎
383-

１
３
８
８
。

　

木
板
に
く
ぎ
打
ち
を
し
て
シ
ー
ル
な
ど

で
飾
り
つ
け
、
ゲ
ー
ム
盤
を
作
り
ま
す
。

市
内
の
小
学
３
〜
６
年
生
対
象
。
講
師

は
大
麻
公
民
館
職
員
。

●
日
時
／
７
月
31
日
㈭
10
時
〜
12

時
。
●
会
場
／
大
麻
公
民
館
工
芸
室
。

　

定
員
／
先
着
20
名
。
申
込
・
詳
細
／

７
月
12
日
㈯
９
時
30
分
か
ら
料
金
400
円

を
添
え
て
直
接
大
麻
公
民
館
☎
387-

３
３
１
５
へ
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
、
動
く
宇
宙

生
物
？
を
作
り
ま
す
。
江
別
市
内
の
小

　

作
品
は
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
乾
燥
・
焼

成
を
行
い
、
夏
休
み
中
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　

野
幌
公
民
館
の
敷
地
内
で
野
外
写
生

会
を
行
い
ま
す
。
市
内
の
小
学
生
対
象

（
１
〜
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
）。
講
師

は
彩（
あ
や
）の
会
講
師
の
栗
山　

巽（
た

つ
み
）
さ
ん
。

●
日
時
／
８
月
８
日
㈮
10
時
〜
12

時
。
●
会
場
／
野
幌
公
民
館
敷
地
内
。

　

定
員
／
先
着
15
名
。
申
込
・
詳
細
／

７
月
12
日
㈯
９
時
30
分
か
ら
料
金
100
円

を
添
え
て
直
接
野
幌
公
民
館
☎
382-

２

４
１
４
へ
。

飲
料
水
・
筆
記
用
具
。
申
込
・
詳
細
／

７
月
12
日
㈯
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
、

郷
土
資
料
館
（
９
時
〜
17
時
）
☎
385-

６
４
６
６
へ
。

●
日
時
／
れ
ん
が
づ
く
り
＝
７
月

29
日
㈫
。
作
品
づ
く
り
＝
８
月
12

日
㈫
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。
●

会
場
／
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
。

　

定
員
／
15
人
。
そ
の
他
／
２
日
間
と

も
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。
料
金

／
500
円
。
申
込
・
詳
細
／
７
月
23
日
㈬

ま
で
に
商
工
労
働
課
☎
381-

１
０
２
３
へ
。

　

オ
リ
ジ
ナ

ル
の
植
木
鉢

を
作
り
ま
す
。

作
品
は
焼
成

後
に
お
渡
し

し
ま
す
。
市

内
の
小
学
生
対
象
（
１
〜
３
年
生
は
保

護
者
同
伴
）。
講
師
は
野
幌
公
民
館
陶
芸

窯
管
理
人
の
千
葉
幸
子
（
さ
ち
こ
）
さ
ん
。

●
日
時
／
８
月
２
日
㈯
13
時
〜
15

時
。
●
会
場
／
野
幌
公
民
館
工
芸
室
。

　

定
員
／
先
着
20
名
。
申
込
・
詳
細
／

７
月
12
日
㈯
９
時
30
分
か
ら
料
金
400

円
を
添
え
て
直
接
野
幌
公
民
館
☎
382-

２
４
１
４
へ
。

　

夏
休
み

に
郷
土
資

料
館
・
飛

烏
山
公
園

・
旧
町
村

農
場
な
ど

を
探
検
し

て
「
ふ
る

さ
と
江
別
」

に
つ
い
て

学
ぼ
う
！

●
日
時
／
①
７
月
31
日
㈭
、
②
８

月
８
日
㈮
。
い
ず
れ
も
９
時
〜
12

時
。
①
②
は
同
じ
内
容
。
申
込
は

ど
ち
ら
か
。
●
会
場
／
郷
土
資
料

館
お
よ
び
周
辺
（
雨
天
時
は
館
内
の

み
で
実
施
）
。

　

定
員
／
小
学
４
〜
６
年
、
各
回
先
着

20
名
。
参
加
賞
あ
り
。
持
物
／
帽
子
・

　

ク
リ
ー
ム
入
り
の

パ
フ
ケ
ー
キ

と
ジ
ュ
ー
ス

を
使
っ
た
グ

ミ
を
作
り
ま

す
。
市
内
の

小
学
生
対

象
（
１
〜
３

年
生
は
保
護
者

同
伴
）。
講
師
は
お

菓
子
研
究
家
の
高
柴
博
子
さ
ん
。

●
日
時
／
７
月
30
日
㈬
９
時
30
分

〜
12
時
。
●
会
場
／
中
央
公
民
館

調
理
実
習
室
。

　

定
員
／
先
着
18
名
。
申
込
／
７
月
９

日
㈬
９
時
30
分
か
ら
料
金
500
円
を
添
え

て
直
接
中
央
公
民
館
へ
申
込
み
。
詳
細

／
中
央
公
民
館
☎ 

382-

２
３
７
６
。

　

八
幡
に
あ
る

太
陽
光
発
電
所

の
見
学
や
、
太

陽
光
で
動
く
ソ

ー
ラ
ー
工
作
キ

ッ
ト
を
作
成
し

て
、
地
球
温
暖

化
と
太
陽
光
発

電
の
こ
と
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

●
日
時
／
８
月
８
日
㈮
12
時
30

分
〜
16
時
30
分
。
●
会
場
／
江
別

ノ
ー
ザ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
発
電
所

（
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
）。

　

集
合
・
解
散
／
市
役
所
正
面
玄
関

前
。
定
員
／
小
学
４
〜
６
年
生
30
名(

先

着)

。
持
ち
物
／
筆
記
用
具
。
申
込
・

詳
細
／
７
月
17
日
㈭
〜
30
日
㈬
に
環
境

課
☎
381-

１
０
１
９
へ
。

　

れ
ん
が

の
10
分
の

１
サ
イ
ズ

の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
れ
ん

が
を
原
料
の
土
か
ら
作
成
し
、
作
品
を
作

り
ま
す
。
小
学
４
〜
６
年
生
対
象
。 

学
生
対
象
（
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）。

講
師
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
日
本
宇
宙
少
年
団
苫

小
牧
分
団
副
分
団
長
の
杉
山
光
二
（
こ

う
じ
）
さ
ん
。

●
日
時
／
７
月
30
日
㈬
13
時
〜
15

時
。
●
会
場
／
中
央
公
民
館
多
目

的
ホ
ー
ル
。

　

定
員
／
先
着
20
名
。
申
込
・
詳
細
／

７
月
９
日
㈬
９
時
30
分
か
ら
直
接
中
央

公
民
館
☎
382-

２
３
７
６
へ
。

　
●
日
時
／
７
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰ 

の
10
時
〜
12
時
。
●
会
場
／
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。

　

定
員
／
両
日
と
も
親
子
（
小
学
生
以

上
）先
着
30
名
。
受
講
料
／
１
人
700
円
。

申
込
・
詳
細
／
７
月
５
日
㈯
か
ら
電
話

（
９
時
〜
17
時
）
か
直
接
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
385-

１
０
０
４
へ
。

時
30
分
。
●
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
。

　

定
員
／
５
名（
先
着
）＋
保
護
者
。申
込
・

詳
細
／
７
月
25
日
㈮
ま
で
に
料
金
１
人

１
０
０
０
円
を
添
え
て
直
接
、
生
涯
学

習
課
青
少
年
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
☎

381-
１
０
６
９
へ
。
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７
月
19
日 

㈯
・
20
日 

㈰

２
０
１
４ 

市
民
夏
ま
つ
り

　

大
麻
宮
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
会
場（
大

麻
神
社
横
）

●
７
月
19
日 

㈯
14
時
～
20
時

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
開
会
式
・

学
生
ス
テ
ー
ジ
・
バ
ン
ド
演
奏
・
市

民
ス
テ
ー
ジ
。

●
７
月
20
日 

㈰ 

12
時
～
20
時
30
分

　

市
民
ス
テ
ー
ジ
・
吹
奏
楽
演
奏
・

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
・
和
太
鼓
演
奏
・

大
抽
選
会
。

●
両
日
と
も

　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
焼
き
鳥
・
金
魚

す
く
い
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
綿
あ
め
・

屋
台
、
フ
ワ
フ
ワ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
。

※
出
店
内
容
の
変
更
も
あ
り
。

 

詳
細　

大
麻
・
文
京
台
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
内
海
）
☎
386
‐

５
９
５
０

  

７
月
26
日 

㈯
・
27
日 

㈰

え
べ
つ
北
海
鳴
子
ま
つ
り

　

市
民
も
参
加
で
き
る
よ
さ
こ
い
踊

り
や
、
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ー

ム
な
ど
が
参
加
す
る
楽
し
い
企
画
が

い
っ
ぱ
い
。

●
７
月
26
日 

㈯ （
前
夜
祭
）

　

８
丁
目
通
会
場　

16
時
～
20
時

　

進
行
型
・
停
止
型
／
か
わ
な
か

公
園
会
場　

15
時
～
20
時
30
分　

ス
テ
ー
ジ
演
舞
・
売
店
。

●
７
月
27
日 

㈰
（
本
祭
・
後
祭
）　

　

８
丁
目
通
会
場　

12
時
～
20
時

30
分　

進
行
型
・
停
止
型
／
か
わ

な
か
公
園
会
場　

12
時
～
20
時　

ス
テ
ー
ジ
演
舞
・
売
店
。

　

な
お
、
各
会
場
周
辺
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

詳
細　

え
べ
つ
北
海
鳴
子
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
や
ま
ほ
で
ん

き
内 

）
☎
383
‐
６
０
８
７

　
７
月
26
日 

㈯
・
27
日 

㈰

　
８
月
14
日 

㈭
～
16
日 

㈯

市
民
祭
り
 in 
野
幌

　

７
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
は
、
え
べ

つ
北
海
鳴
子
ま
つ
り
と
同
時
開
催
。

●
７
月
26
日 

㈯

　

８
丁
目
通
商
店
街
会
場
（
道
銀

～
野
幌
病
院
）
／
10
時
～
15
時
30

分　

軒
先
ジ
ャ
ッ
ク
・
100
円
シ
ョ
ッ

プ
／
11
時
～
21
時　

の
っ
ぽ
ろ
美
味

の
広
場
／
12
時
～
12
時
30
分　

開

会
式
／
12
時
30
分　

市
民
と
消
防

の
集
い
。

　

か
わ
な
か
公
園
会
場　

16
時
～

16
時
30
分　

野
幌
太だ

い
だ
い
か
ぐ
ら

々
神
楽
。

●
７
月
27
日 

㈰

　

８
丁
目
通
商
店
街
会
場
／
11
時

～
21
時　

の
っ
ぽ
ろ
美
味
の
広
場
／

16
時
～
17
時
30
分　

ビ
ー
ル
ま
つ

り
。

●
８
月
14
日 

㈭
～
16
日 

㈯

　

旭
公
園
会
場
（
野
幌
町
44
）
／

17
時
～
21
時　

の
っ
ぽ
ろ
美
味
の
広

場
／
17
時
30
分
～
19
時　

子
ど
も

盆
踊
り
（
※
16
日
㈯
は
仮
装
大
会
。

受
付
は
16
時
30
分
～
17
時
30
分
）
／

19
時
～
21
時　

市
民
盆
踊
り
（
16
日

㈯
は
仮
装
大
会
。
受
付
は
17
時
30
分

～
19
時
）。

●
８
月
16
日 

㈯

　

旭
公
園
会
場
／
12
時
～
15
時　

聖
徳
太
子
ま
つ
り
、
子
ど
も
縁
日
。

 
詳
細　

江
別
市
民
ま
つ
り
野
幌
地

区
実
行
委
員
会
（
㈱
住
ま
い
の
昭
和

内
）
☎
384
‐
０
２
８
８

　

８
月
２
日 

㈯
・
３
日 

㈰

江
別
地
区
市
民
ま
つ
り

　

土
佐
大
綱
引
き
、江
別
市
民
踊
り
、

仮
装
盆
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
付
近

会
場
（
３
条
５
丁
目
）

●
８
月
２
日 

㈯

　

16
時
～
20
時　

縁
日
夜
店
市
／

16
時
～
21
時　

味
の
散
歩
道
／
18

時
30
分
～
19
時
15
分　

市
民
踊
り

（
受
付
は
17
時
30
分
～
18
時
15
分
）

／
19
時
15
分
～
20
時
15
分　

北
海

鳴
子
よ
さ
こ
い
踊
り
／
20
時
15
分
～

21
時　

土
佐
大
綱
ま
つ
り
／
21
時

縁
起
も
ち
ま
き
。

●
８
月
３
日 

㈰

　

13
時
～
16
時　

納
涼
将
棋
大
会

／
14
時
～
15
時　

子
ど
も
映
画
会

／
16
時
～
20
時　

縁
日
夜
店
市
／

16
時
～
21
時　

味
の
散
歩
道
／
18

時
30
分
～
19
時
10
分　

子
ど
も
盆

踊
り
／
19
時
20
分
～
20
時
20
分　

仮
装
盆
踊
り
（
受
付
は
18
時
30
分
～

19
時
10
分
）
／
20
時
20
分
～
20
時

40
分　

納
涼
花
火
大
会
／
21
時　

縁
起
も
ち
ま
き
。

 

詳
細　

江
別
地
区
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
林
商
店
内
）
☎
382
‐

３
２
７
１

　７月 19 日㈯の大麻・文京台市民祭りを始
まりに、江別の夏祭りが開催されます。ご家
族お揃いで夏のひとときを過ごしてみてはい
かがですか。

野  

幌

江  

別

大
麻
・
文
京
台



北口駅前広場

岩見沢→←札幌

旭
通

１
号
線

８
丁
目
通

鉄西線

鉄東線
野幌駅

鉄
西
線
の
整
備
が

進
み
ま
し
た

　

江
別
の
顔
づ
く
り
事
業
で
は
、
野
幌
駅
周
辺
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
野
幌
駅
北
口
広
場
前

を
通
る
鉄
西
線
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

都
心
整
備
課
☎
381
‐
１
０
８
２

１　歩きやすい歩道
・歩行者通行帯は透水性平板ブロックの設置や、緩やかな
傾斜とすることにより、滑りづらく、水たまりができにくい。

２　歩道が広くなりました
・歩行者通行帯は 2人で並んで話しながら歩くことがで
き、ベビーカーや車いすの方も安全。

３　電線を地中化し災害や景観に配慮
・災害時に電柱が倒れる危険がなくなり、救援活動や緊急
車両の通行が円滑に。情報通信回線の被害も軽減。
・電線がないすっきりとした街並み。

ＬＥＤ照明でより明るく安全に

視認性の高い点字ブロック 歩行者通行帯

岩
見
沢
方
面

特 徴
自転車通行帯

　

今
秋
ま
で
に
策
定
が
予
定
さ
れ

る
平
和
都
市
宣
言
を
受
け
、
そ
の

理
念
を
末
永
く
多
く
の
市
民
の
方

と
共
有
し
、深
く
認
識
す
る
た
め
、

市
制
施
行
60
周
年
に
合
わ
せ
、
平

和
を
祈
念
す
る
象
徴
と
し
て
碑
を

設
置
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
碑
に
ふ
さ
わ
し

い
言
葉
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】　

江
別
市
民
。

【
内
容
】　

平
和
を
祈
る
気
持
ち
を

表
す
言
葉
で
、
平
和
都
市
宣
言
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
。
５
字
以
内
。

応
募
は
１
人
１
点
。

【
応
募
方
法
】 　

①
言
葉
（
ふ
り

が
な
）、
②
言
葉
の
説
明
（
50
字

以
内
）、
③
氏
名
・
年
齢
、
④
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、郵
送（
当
日
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は

持
参
。

※
詳
し
い
応
募
要
領
は
、
市
役
所

１
階
福
祉
課
お
よ
び
市
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
情
報
図
書
館
、
各
公

民
館
、
豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
入
手
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】 　
７
月
22
日
㈫

福
祉
課
地
域
福
祉
係
〠
067
‐
８
６

７
４
高
砂
町
６
☎
381
‐
１
０
３
１

　

381
‐
１
０
７
３

Em
ail=fukushi@

city.ebetsu.
lg.jp

碑のイメージ図　正面
（駐車場側から）

国道 12 号

市役所本庁舎

設置
場所

駐
車
場

市民会館

江別市平和都市宣言（案）
　この世に生命（いのち）を与えられたすべての人々は、平
和で安心した暮らしを願っています。
　しかし、世界の各地では争いが絶えず、また、大量の核兵
器が世界の平和と人類の生存に大きな脅威を与えています。
　わたしたちは、世界唯一の被爆国として、広島・長崎の惨
禍を繰り返さないように、核兵器廃絶を強く訴え、戦争のな
い平和な世界の実現を求めます。
　そのために、世界中の国、地域、人々との交流の輪を広げ、
互いの個性や違いを理解し尊重し合うことが必要です。
　わたしたち江別市民は、豊かな自然と先人が築いた歴史や
文化を引き継ぎ、平和な社会をつくるため、家庭や地域にお
いて一人ひとりが確かな意思を持って行動していくことを誓
い、ここに江別市が「平和都市」であることを宣言します。

【碑の設置場所】

４　江別らしい景観
・歩道の一部にはれんがを使用し、江別らしい景観を創出。

言葉（テーマ）


	前半.pdf
	表紙.pdf
	特集2-7
	直-広報えべつ7月号72_Part2
	直-広報えべつ7月号72_Part3
	直-広報えべつ7月号72_Part4
	直-広報えべつ7月号72_Part5
	直-広報えべつ7月号72_Part6
	直-広報えべつ7月号72_Part7


	8-9
	直-広報えべつ7月号72_Part8.pdf
	直-広報えべつ7月号72_Part9

	10-11
	直-広報えべつ7月号72_Part10.pdf
	直-広報えべつ7月号72_Part11

	12-13
	直-広報えべつ7月号72_Part12.pdf
	直-広報えべつ7月号72_Part13

	14-15
	直-広報えべつ7月号72_Part14.pdf
	直-広報えべつ7月号72_Part15

	16-17
	直-広報えべつ7月号72_Part16.pdf
	直-広報えべつ7月号72_Part17




